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今月号の｢かなえ｣から松戸在住の画家菅谷功さんに松戸のスケッチを描いていただくことになり

ました。スケッチの原画はクリニックのロビーに展示されています。 

 
 
 
  

 

 

 

 

       かなえ    
第 5 号（平成 24 年 4 月１日） 

医療法人社団鼎会 八柱三和クリニック 
千葉県松戸市日暮１－１６－２ 日暮ビル２階 047-312-8830 

ｈttｐ：//ｗｗｗ.yabashirasanwa-clinic.com 

  

病床が認可されました。 
３月３０日に千葉県の医療整備課からうれしい知らせがありました。私たちの悲願

であった病床がついに認められました。ひとえに患者さんからいただいた２万２千

名にも及ぶ署名のおかげです。 

これからは迷いなく病院建設に向けて邁進していくことができます。決して楽な

道のりではありませんが、患者さんに応援していただけることが何よりの力になりま

す。今後ともよろしくお願いします。 

医療法人社団鼎会 理事長 斉藤 丈夫



 

 

ご挨拶 

整形外科 小酒井治    
 
昨年、平成 23 年 4 月より第 2 第 4 月曜日の午後 2

時半より整形外科外来を担当させていただいている

小酒井治と申します。 

昭和 56 年順天堂大学を卒業し、そのまま整形外科

教室に入局、大学関連病院を回り、平成 8 年 7 月

より現在の川崎大師駅前にある医療法人誠医会宮

川病院に勤務しています。昨年 3 月に大学の高澤

医局長よりこちらの病院への外勤を打診され、整形

外科新規開診と言うこともあり、私に話が回ってきた

と思いますが、月 2 回で良ければ、ということで来さ

せて頂いています。その後大学からも増員され、整

形外科外来も大分厚くなってきており、ご同慶の至

りと言うところでしょう。何分午前中川崎で仕事をして、

東松戸から新八柱まで来るので、アクセス特急でも

時間がかかり、午後 2 時半診察開始とさせて貰って

います。専門は整形外科一般とリウマチですが、特

に手の外科、膝関節、脊椎診断は長年やっていま

す。 

さて、今でこそ膝関節注射のヒアルロン酸（アルツ、

スベ二―ル、ヒアロス等）は当たり前の治療ですが、

約 20 年前、アルツが新発売された時から使ってお

り、膝関節液生化学データの検討も学会発表させて

頂き、ヒアルロン酸注射の効果は絶大で、人工関節

置換術を回避できた症例は数多く有ります。10 年間

で約 200 本のヒアルロン酸を打ち、今は月 1 回の注

射で元気に歩いて来られる患者さんもおられ、遠慮

は無用、40 歳を超えたら決して早すぎることは無い

と考えています。レントゲン上、膝関節の関節裂隙

（特に内側）の狭小化が見られ、外側と比べ半分以

上狭くなっていれば変形性関節症のレントゲン診断

5 段階の内、ステージ 3ａとなり、ヒアルロン酸の関節

注射の適応となりますので、遠慮せずに注射を開始

したほうが、望ましいと考えます。原則的に週 1 回で

5 本打ち、以後は隔週で痛みが取れるまで続けます

が、月に 1 回くらいは油を注す意味でも注射を勧め

ています。 

もう一つ外来で多いのが腰痛を主とする病態で、ぎ

っくり腰（腰椎捻挫）、変形性腰椎症、腰部脊柱管狭

窄症が多く、特に脊柱管狭窄症はいわゆる間欠性

跛行（長く歩けない、背筋を伸ばすと辛い）を主症状

とし、血管性の間欠性跛行と鑑別診断を行わなけれ

ばなりません。レントゲン、ＭＲＩで確認し、骨の変形、

椎間板のヘルニアや膨隆、黄色靭帯の肥厚などに

より、脊柱管つまり脊髄神経の通り道が圧迫され、

狭くなり、足の症状が出てくるもので、椅子に座った

り、膝を曲げていれば楽になることで診断が可能で

す。治療は痛み止め、トリガーポイント注射、仙骨裂

孔ブロックも有りますが、プロスタンディン（パルクス）、

ビタミンＢ等の点滴治療も有効です。それでも効果

が無く、最悪の場合は手術的に椎弓切除を大学病

院などで行いますが、それは最後の、最後の手段で

す。 

一般的に入院設備のある病院で勤務していますと、

腰椎圧迫骨折と大腿骨頚部、転子部骨折が入院の

7～8 割を占めていますが、クリニックの外来としては

上に述べたような慢性疾患が殆どです。今後とも外

来患者を増やして行くべく努力したいと思っていま

す。まずはご挨拶として書かせていただきました。 
 
 
 
 
                            
 

今年も桜の季節をむかえ、もうすぐ新しい大きなラン

ドセルを背負い、黄色い帽子姿の新 1 年生を目に

する時期になりました。新生活の希望と不安でいっ

ぱいの顔をみると、自分が看護師になったばかりの

事をいつも思い出します。 

初めて採血をした時の手の震えや心臓のドキドキ感、

呼吸を整えるだけで大変でした。採血に成功した時

は患者さんも一緒に喜んでくれたことは忘れられま

せん。 

受け持ち看護師として初めて患者さんに挨拶した時

のドキドキ、良くなって退院された時の喜び、看護計

画を先輩に駄目だしされ落ち込んだことなどなど。 

また、患者さんとの最後のお別れの場面では、看護

師になったことの難しさと厳しさを痛感させられまし

た。 

 毎年 4 月になり、「自分は看護師になって何年目

かな・・」と指折り数えます。いつの間にか両手で足り

ない年数になり、外見では新人→中堅→ベテラン？

と言われる年になりました。今まで色んなことがありま

したが、多くの患者さんに支えられ乗り越えられてき

たと思います。 病棟看護から外来看護となり 5 年

目になりました。年齢は重ねても、看護師になった

初心を忘れず、心にいつも若葉マークを持ち、ドキ

ドキ感と緊張感、患者さんとの出会いを大切にして

看護師を続けていきたいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
先日、高校のバドミントン部のＯＢ会がありました。昼

の部は母校の体育館でのバドミントン大会。昼の部

心にいつも若葉マークを・・ 

看護師 木村絹子 

高校のＯＢ会で 

医事課 穐近典子 
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《お知らせ》 
整形外科： 金子晴香医師 
糸魚川医師の後任として 3 月 22 日から診療しています。 

第 2、第 4 木曜日は終日。第 1、第 3、第 5 木曜日は午前のみとなります。 

４月 26 日（木）は海外学会参加のため、休診とさせていただきます。 

整形外科：早田浩一郎医師 

新たに第 2、第 4 土曜日の整形外科の診察が始まります。最初の診察日は４月 14 日です。 

 

 
     八柱三和クリニック診療医師担当表  

  月 火 水 木 金 土 

乳腺外科 

午前 渡辺 修 渡辺 修 

（手術）

渡辺 修 渡辺 修 渡辺 修 

午後 渡辺 修 渡辺 修 （手術） 渡辺 修  

整形外科 

午前  幸島雄太  金子 晴香  
早田浩一郎

（２，４）

午後 
小酒井治

（２,４）   
幸島雄太  

金子 晴香

（２,４）
  

内科１ 

午前 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 

午後 斉藤丈夫  斉藤丈夫 （在宅） 斉藤丈夫  

内科２ 

午前  渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 杉崎良親 

午後  渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 (高林克日己)  

内科３ 
午前 鈴木明子  鈴木隆弘 鈴木明子  高林克日己

午後 鈴木明子 仲野総一郎  鈴木明子 鈴木明子  

胃カメラ 午前 渡辺英二郎  鈴木明子  鈴木明子  

大腸カメラ 午後 渡辺英二郎  鈴木明子  渡辺聡枝  

編集後記 

桜の季節になりました。桜は日本人にとって、やはり特別な花と感じます。八柱には「日本の道百選」に選

ばれた「桜通り」があります。 今年のさくら祭りは（3/31～4/1）つぼみがほころび始めたばかりというところ

でしたが（そのうえすごい風でした。）これからしばらくお花見を楽しめそうです。咲き始めたばかりの花も、

はらはらと散る桜も、それぞれに美しいものです。 

病床について「さくら咲く！」結果をいただきました。（50 床認可されました。） 

目指してきた病床認可が現実になり、職員一同喜びと共に大きな使命に緊張しています。地域の方に望ま

れる病院運営ができるよう、今後とも皆さんのご意見をお聞きしながら進めて行きたいと思っています。 

皆さんに支えられて、地域と一緒に作って行く「三和病院」のこれからにご期待下さい。 

三和友の会（仮称）の会員を募集していく予定です。三和病院のサポーターになって病院を、共によりよい

ものにしていきませんか？募集要項が出来次第ご案内いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。総務：中野三代子 


